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 最近、現在の社会・世界を描いた本を二冊読んだ。一つは、朝井リョウ氏の『イン・ザ・

メガチャーチ』で、本屋大賞を受賞し、ベストセラーになっているそうである。「メガチャ

ーチ」は米国で、神による癒しと救いを与えるとして、多様な要求に応え、何万という信

者を集めている企業化したキリスト教の大教会のことである。朝井氏は、日本でも、人を

操り、熱狂させるファンダムの実態を捉えて、小説化している。ファンダム（fan-dom）と

は特定のタレント、アイドル、スポーツなどを支持し、共感や価値観を共有するファンの

集団や文化で、要するに「推し活」のことである。推し活を造り出す人、それにのめり込

む人、かつてのめり込み、今は距離を置く人などが、世代や立場を超えて、喜びと悲しみ

を内包しながら、生きている姿を描き出している。私には理解できない人間模様だが、ベ

ストセラーになっているということは、多くの人たちが共感を持って読んでいるというこ

とである。造られた集団の中で、流されながら生きている現代の世相を垣間見た。 

 もう一冊は、斎藤幸平氏の『人新世の「黙示録」』である。6 年前に『人新世の「資本論」』

を出して、ベストセラーになった。「人新世」とは、人類の経済活動が地球を破壊しつくす

時代という意味の現代を指す新しい次代区分である。今や、地球の破壊を誰もが案じてい

る。『人新世の「資本論」』では、急激に進行する気候変動によって、人類の文明は崩壊す

る危機にあるが、3.5％の人が本気で立ち上がれば、脱成長コミュニズムによって、世界を

変えることができると希望ある論考を説いていた。今回の『人新世の「黙示録」』では、気

候変動に歯止めがかからず、崩壊の危機にあると訴えている。現状維持を望み、資本主義

と経済成長にしがみつけば、気候変動による被害は甚大なものになり、将来、人類は生活

を営むことができなくなる。住む場所を失い、食糧を得ることができず、恒久欠乏経済に

陥っていく。加えて、テクノ資本主義が進み、「ファシズム」を来たらす。テクノ企業はプ

ラットフォームを独占し、ユーザーたちを農奴にし、収奪し続ける。テクノ資本家たちは、

並みの国家予算を超えるほどの利益を手中にしている。斎藤氏は、収奪に特化したテクノ

資本主義が資本主義の最新＝最終形態であると言い、資本主義を謳歌し、経済優先を突き

進んできた現在の世界の危機的状況を分析している。私は『イン・ザ・メガチャーチ』の

社会の実態より、『人新世の「黙示録」』が捉えた社会分析の方が理解できる。確かに、異

常気象による災害の甚大化、富める者の奢りと貧しい者へのヘイト、不足分は他国を占領

して得るという「力による正義」が横行し、異常に電力を消費するＡＩは留まることを知

らず、進化を続けている。必要な電力は原発でと、大っぴらに容認される事態を来たらせ

ている。未来が展望できず、「世の終わり」を想像する。ブレーキの利かない暴走車のよう

につっぱしっている状態である。 

 新約聖書の最後は『ヨハネ黙示録』である。4 人の騎士が、「疫病」（コロナ禍）、「戦争」

（ロシアのウクライナ侵攻）、「飢餓」（ガザのジェノサイド）「死」（ＡＩ）を引き連れてや

ってくる。5 番目の騎士が来る時が破局で、人新世の黙示録となる。これを『人新世の「黙

示録」』と表現している訳である。聖書の読み方は妥当ではないが、滅亡していく世界か

ら、どうしたら滅亡を回避できるかについて、過去の経済、哲学者の言葉、思想などを踏

まえながら、熱弁を振るっている。経済成長は破綻、ソ連型の計画経済は失敗、残る道は

「新しい社会主義」、厳しい現実を直視して、生存のためのシステムの転換を目指す計画経

済のプロジェクトを立ち上げることである。名もなき者の一人ひとりが民主的計画を広げ

ていく。そこに希望があると言う。私たちは難しい時代に生きていることは確かだ。 


